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技術管理室

Ⅰ　受注希望型競争入札の状況

 １ 建設工事  （環境部・農政部・林務部・建設部・企業局）

　(3) 地域別(10ブロック）の動向

88.2 93.1

令
和
７
年
度

7.5 2.7 4.2

地元受注率（件数）（％） 97.9 91.7 94.9 94.0 90.0 89.0 91.2

56.1 79.3 82.8地元受注率（金額）（％） 98.3 83.3 97.8 93.5 81.3

89.4 97.9

8.0 9.9 4.2

上伊那 南信州 木曽佐久

令和６年度

4月 88

93.5 50.8 81.0

4.7 6.9 5.2 6.5

平均落札率（％） 94.6 94.6 94.4 95.0 94.3 97.9 95.0 96.1 94.4 94.0 94.9

平均参加者数（者） 10.3

1月 152 3 4 145 7.3 95.0

合　計 1,543 62 26 1,455 6.4 95.0

2月 207 0 0 207 6.9 94.7

3月 126 1

11月 116 7 3 106 5.6 95.6

12月 131 11 5 115 6.8 95.0

9月 166 10 4 152 5.5 95.1

10月 143 12 3 128 7.2 94.9

8月 133 6 2 125 5.2 94.8

6月 76 1 0 75 5.7 95.1

7月 171

区　　分

注）集計は、開札日を基準としている。（森林整備を除く）　(1) 月別・年度別の状況

5月 34 2 0 32

松本上田

1 182 5.9 94.8

3 0 75 7.6 94.9

不調
（応札なし）

不落 契約

受注希望型競争入札の実施状況について

開札合計
　　(件)

平均参加者数(者） 平均落札率(%)

　(2) 近年の入札状況

諏訪 北ｱﾙﾌﾟｽ

5 0 83 6.9 94.6

0 125 6.5 95.0

4 5 162 6.3 94.7

6

5

4.8 95.0

長野 北信 全県

令
和
６
年
度

平均参加者数（者） 11.6 7.9 9.8 4.2 6.2 2.5 3.6

地元受注率（件数）（％） 91.3 86.6 91.4 91.5 90.5 88.3 93.1

90.3 81.8 72.3 84.9 81.3 81.0

4.6 7.4 5.2 6.4

平均落札率（％） 94.6 94.5 94.5 95.2 94.0 98.5 95.6 96.1 94.4 94.1 94.9

地元受注率（金額）（％） 61.1 82.8 94.6 86.7 97.3

6月 93 3 2 88 7.3 94.5

91.8 95.5 87.4 91.7

8月 107 6 1 100 5.8 95.0

7月 188

9月 124 3 7 114 5.7 95.1

10月 124 5 113 7.1 94.8

3 91 4.7 95.2

12月 117 4 1 112 6.0 94.9

合　計 1,497 44 26 1,427 6.5 94.9

94.8

令和７年度

3月 192 4 0 188 7.1

4月 78

5月 31 1 1 29 6.4 94.2

2月 238 2 5 231 6.7 94.9

1月 107 3 0 104 7.1 94.6

11月 98 4

55,454 73,458 62,232 67,274 46,692 67,700 62,762 63,226 58,306 61,960 72,453 95,598 106,206 81,995 89,480 87,743 73,390 85,227 

84.3%

89.4% 89.4% 89.0%

90.4%

91.2% 91.2%
92.7% 92.6%

92.7% 93.1%

94.4%
95.5%

95.4%
95.2% 95.1% 95.0% 94.9%
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100%

0
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120,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

落札額総額と入札参加者数、落札率の推移落札額総額
（百万円）

落札率

(1,753) (1,789) (1,759) (1,512) (1,731) (1,967) (1,888) (1,738) (1,662) (1,616) (1,455) (1,427) 

11.6者
10.7者11.1者

13.2者

11.0者

7.8者
7.1者

10.8者 10.6者

8.6者
7.5者

5.2者

3.8者 4.2者
4.9者

6.0者 6.4者 6.5者
落札金額

平均落札率

平均参加者
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　(2) 近年の入札状況

6
3

Ⅱ　総合評価落札方式の状況（令和８年３月末現在）

3月 66 1 1 64 20.8 89.8

合　計 1,186 5 5 1,176 15.1 89.9

令和６年度

4月 45 0 0 45 13.2 90.0

5月 50

1月 134 1 0 133 14.4 89.9

2月 161 1 0 160 21.1 89.9

11月 107 0 1 106 12.2 90.0

12月 86 0 0 86 13.7 89.7

9月 95 0 1 94 11.2 89.8

10月 99 1 0 98 13.1 89.9

0 1 130 14.5 89.8

8月 119 0 1 118 13.5 90.1

7月 131

0 0 50 11.5 90.0

6月 93 1 0 92 13.7 89.9

令和６年度 令和７年度

277417 266 267 290

67 3 4

（単位：件）

区分
平成16～令和３年度

（～H20試行） 令和４年度 令和５年度

注）集計は、開札日を基準としている。（森林整備を除く）　(1) 月別・年度別の状況

区　　分 不落 契約
平均落札率(%)

 ２ 委託業務　（環境部・農政部・林務部・建設部・企業局）

開札合計
　　(件)

平均参加者数(者）不調
（応札なし）

合計 16,542 1,996 1,768 1,692

委
託
業
務

74 5 1 8

5,266 776

1,550 307 284 256簡易Ⅱ型

計

簡易型

技術等提案型

6,890 1,088 858

552

181

739

1,639

809

545573

1

8,771 509 501 426

397 130

 技術等提案Ⅱ型含む6

 技術等提案Ⅱ型含む4

409

210

900

 R1.8以降実施

備　考

工
事

138簡易Ⅱ型

技術等提案型

簡易型

計

166

9,652 908 910 883

地域貢献等

0 0 44 11.6 90.1

6月 91 1 1 89 13.2 90.0

1 0 147 15.4 89.9

8月 124 4 1 119 12.3 89.8

7月 148

9月 132 1 4 127 11.6 89.9

10月 118 0 0 118 10.9 90.0

1 107 11.9 89.9

12月 92 0 0 92 14.1 90.0

合　計 1,199 7 9 1,183 13.0 89.9

4月 50 0 0 50 12.1 89.8

5月 44

1月

3月 91 0 0 91 12.2 89.9

令和７年度

2月 120 0 2 118 15.0 89.9

81 0 0 81 14.0 89.9

11月 108 0

6,087 6,717 6,721 6,417 6,080 8,006 7,070 6,206 7,618 7,029 10,098 9,779 10,477 13,666 12,915 9,362 9,837 10,312 

74.7%
78.3%

83.7%
82.2%

84.1% 84.7% 84.7% 84.8%

89.7%
89.8%

89.8% 90.0%

89.9% 89.9% 89.8% 89.8% 89.9% 89.9%

70%

80%

90%

100%

0

2,000

4,000
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8,000
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12,000

14,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

落札額総額と入札参加者数、落札率の推移 落札率
落札額総額

（百万円）

(1,666) (1,370) (1,371) (1,328) (1,671) (1,643) (1,524) (1,810) (1,661) (1,269) (1,176) (1,183) 

21.7者21.2者

22.6者 22.4者

23.4者
18.4者 18.5者

19.5者 19.1者

17.5者

15.5者

11.8者
10.6者 10.3者

11.4者
12.9者

15.1者

13.0者
落札金額

平均落札率

平均参加者



長 野 県 81.3% 84.2% 84.3% 89.4% 89.4% 89.0% 90.4% 91.2% 91.2% 92.7% 92.6% 92.7% 93.1% 94.4% 95.5% 95.4% 95.2% 95.1% 95.0% 94.9%

全国平均 90.4% 88.3% 88.2% 89.4% 89.6% 90.4% 91.1% 92.5% 92.7% 92.1% 92.6% 93.0% 93.3% 93.7% 93.7% 93.5% 93.8% 94.1% 94.2% 94.1%

隣接８県 92.5% 91.7% 91.6% 91.9% 91.6% 92.2% 92.6% 94.1% 93.8% 93.9% 94.4% 94.7% 94.9% 95.2% 95.2% 95.1% 95.5% 95.4% 95.6% 95.7%

長 野 県 67.7% 72.2% 74.7% 78.3% 83.7% 82.2% 84.1% 84.7% 84.7% 84.8% 89.7% 89.8% 89.8% 90.0% 90.0% 89.9% 89.8% 89.8% 89.9% 89.9%

全国平均 84.1% 85.0% 85.5% 86.6% 86.9% 88.1% 88.4% 88.2% 87.6% 88.0% 87.9% 88.3% 88.9% 89.2% 88.8% 88.7% 88.4% 88.3%

隣接８県 87.3% 86.5% 86.2% 88.2% 88.8% 90.7% 90.6% 89.6% 89.9% 90.6% 90.3% 91.2% 91.2% 91.4% 91.5% 90.7% 90.7% 91.6%

R7

R7

R1 R2

R2R1

R6

R6

R5

R5

R4

R4

R3

R3

H29

H29

H26 H27

H26

H24 H25

H27

H28

H28

H30

H30H18 H19 H20 H21

H18 H19 H20 H21 H22

H22 H23 H24 H25

H23

81.3%
84.2%

84.3%

89.4%

89.4%

89.0%

90.4%
91.2% 91.2%

92.7%

92.6% 92.7%

93.1%
94.4%

95.5%
95.4% 95.2% 95.1% 95.0%

94.9％

90.4%

88.3%

88.2%

89.4%

89.6%

90.4%
91.1%

92.5% 92.7%
92.1%

92.6% 93.0%

93.3%
93.7%

93.7% 93.5% 93.8% 94.1% 94.2%
94.1%

80%

82%

84%

86%

88%

90%

92%

94%

96%

98%

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

建設工事 落札率の推移

長 野 県

全国平均

R1.8:失格基準価格

予定価格の89.5～94.5％

※ R7全国平均落札率は７自治体（うち隣接８県は１自治体）の落札率は含まない。（R8.8.19時点で調査未回答のため）
※ H25までの他県の数値は「入札契約適正化法に基づく実施状況調査の結果について（国土交通省、総務省、財務省 調べ）」による。

※ H26年度は鳥取県調べ、H27年度からは長野県調べによる。

※ R7全国平均落札率は７自治体（うち隣接７県は１自治体）の落札率は含まない。（R8.8.19時点で調査未回答のため）

※ H25年度までは宮城県調べ、H26年度からは長野県調べによる。

67.7% 72.2%

74.7%

78.3%

83.7%

82.2%

84.1% 84.7%

84.7% 84.8%
89.7%

89.7% 89.8% 90.0% 90.0% 89.9% 89.8% 89.8% 89.9%
89.9%

84.1%

85.0% 85.5%
86.6% 86.9%

88.1% 88.4% 88.2% 87.6%

88.0% 87.9% 88.3% 88.9% 89.2% 88.8% 88.7% 88.4%
88.3%

65%

70%

75%

80%

85%

90%

95%

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

委託業務 落札率の推移

長 野 県 全国平均

１. 建設工事

２. 委託業務

H27:失格基準価格

予定価格の87.5～92.5％

H25.9:失格基準価格

予定価格の87.5～90％

H19:失格基準価格

予定価格の80～85％

H21.10:失格基準価格

予定価格の80～85％

H28.4:失格基準価格

予定価格の85～90％

H19.7:失格基準価格

予定価格の60％⇒70％

H21:失格基準価格

予定価格の85～90％

建設部 技術管理室 県資料－２

【取組番号3】

建設工事等における全国の落札率の推移



 

８建政技第 106 号  

令和８年（2026 年）７月９日  

 

(一社) 長野県測量設計業協会 会長 様 

 

長野県建設部長  

 

 

入札情報システムにおける個人情報の漏えいについて（依頼） 

 

 

この度、県ホームページ（入札情報システム）において公開していた工事等の入札

契約情報に、個人情報が記載された図面を掲載していたことが判明したため、令和８

年７月６日付けで個人情報の漏えいについて公表いたしました。 

また、本事案を受け、個人情報の漏えいを確認した公告案件については入札を中止

するとともに、漏えいがないことを確認した案件を除き、全ての入札契約情報の公開

を一時停止しております。関係の皆様にご迷惑をお掛けしておりますことを深くお詫

び申し上げます。 

貴職におかれましては、これまでに入手又は保管されている図面等について、個人

情報が漏えいすることのないよう、適切な取扱いをお願いいたします。 

なお、今後は、入札を中止した案件を含め、発注に当たって個人情報の記載がない

ことを十分に確認した上で、従来どおり入札手続を実施してまいります。 

（問合せ先） 
担  当 技術管理室 関（室長）、田口 

入札・契約班 唐沢 
電  話 026-235-7294（直通） 
電子メール gijukan@pref.nagano.lg.jp 

資料 ３
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令和８年度執行状況 

建設部 技術管理室 

 
１ 令和８年度 執行状況 

○上半期（９月末）執行方針 

全体（令和８年度当初予算及び令和７年度予算繰越分の合計額）の概ね７割

以上の契約を目標とし、早期発注に努める。 

 

○令和８年６月末時点の執行状況（実績） 

（令和８年度当初予算及び令和７年度予算繰越分の合計額） 

【契約】                       （百万円） 
 

 

 

    

 

 

２ 令和７年度１月補正に係る契約等の状況 

○１月補正予算の執行方針 

特別な事情があるものを除き、原則として、令和８年６月末までに全ての

箇所を公告することを目標とする。 

 

○令和８年６月末の執行状況（実績） 

【公告】（件数）         （件） 

 

 

 

 

 

【契約】(金額)                        （百万円） 
 

 

 

 

 

 

 予定額 契約済額 執行率 

業務委託費等 38,620 16,578 42.9％  

全    体 133,201 74,235 55.7％ 

 予定件数 公告件数 公告率 

業  務 194 172 88.7％ 

全 体 580 538 92.8％ 

 予定額 契約済額 執行率 

業  務  2,766  1,701 61.5％ 

全 体 40,686 31,141 76.5％ 

資料 4 



※１ （⼀財）建設業振興基⾦の建設キャリアアップシステム公開事業者情報の検索結果より（ R6はR7.3.31時点時点、R7はR8.3.31時点 ）
※２ 平準化率＝上段︓閑散期(4〜6⽉の⼯事平均稼働件数）／（年間の⼯事平均稼働件数）、下段︓繁忙期(１〜３⽉の⼯事平均稼働件数）／（年間の⼯事平均稼働件数）

「⼀般財団法⼈⽇本建設情報総合センターコリンズ・テクリスセンター」登録データを活⽤し、県内全ての契約⾦額500万円以上の⼯事を対象に、当該⽉に⼯期が含まれる⼯事
の件数から算出（出典︓国⼟交通省 地⽅公共団体における平準化の状況ー平準化率・取組状況の「⾒える化」ー）

※３ R6.7.31、R6.8.31に実施した建設産業の若⼿従事者との意⾒交換会を以って代⽤

建設産業における担い手確保･育成と 生産性の向上ついて

R8年度R７年度R６年度
事業・取組施策の視点

予定実績実績

14校
５校
７会場

（⼟木3,建築2,測量2）
目標50%

7中学校
４回
２回

５校 17ｸﾗｽ 543⼈

14校(2,042⼈)
５校（106⼈）
７会場(149⼈)

（⼟木3,建築2,測量2）
⼟木26.7%
建築43.4%

７中学校(513⼈)
２回
３回

６校 14ｸﾗｽ 440⼈

14校(2,058⼈)
５校（116⼈）
６会場(126⼈)

（⼟木3,建築2,測量1）
⼟木20.0%
建築21.8%

６中学校(322⼈)
２回
２回

７校 15ｸﾗｽ 459⼈

【就労促進】
・建設系学科高校生を対象とした就労促進事業
・建設技術実践プロジェクト事業
・２級⼟木・建築施⼯管理技⼠・測量⼠補試験準備講座

受講者の合格率

・建設現場への中学校職場体験学習の受入
・⼩中学生及びその保護者向け現場⾒学会
・首都圏等の大学生・移住者向けイベント
・木造建築物の担い⼿確保に向けた啓発事業

⼈材の
確保

担
い
手
の
確
保
・
育
成

継続
ー

ー

R7〜4週８休のみ対象

448者 加点(R7.5)

ー
週休2⽇⼯事の普及により

R7.5〜廃⽌

1,089者 加点(R6.11)

発注者指定型を基本
（R6.10.1〜）
475件

【週休二⽇】
・入札参加資格で加点
・週休２⽇⼯事の拡大実施 実施⼯事数（割合）

・週休２⽇の確保を評価する入札（総合評価 R2年9⽉~）

現場点検実施(1現場)
モデル⼯事(70現場)

継 続
継 続
継 続
ー

現場点検実施(1現場)
モデル⼯事(71現場)
26,350円(R8.3)
4,062業者(52.9%)

631件
経審の加点に移⾏

現場点検実施(4現場)
モデル⼯事(80現場)
25,513円(R7.3)
3,696業者(49.1%)

610件
541業者(R6.11)

【労働環境・処遇改善】
・現場環境の改善（快適トイレ、更⾐室等）、
誰もが働きやすい現場環境づくりモデル⼯事(R5.7〜試⾏)

・公共⼯事設計労務単価の改定(県内主要８職種単純平均)
・建設ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑ(CCUS)の登録促進 登録状況※１

・CCUSの活⽤を評価する入札（総合評価）R2~
・CCUSの登録を新客観点数の加点項目(入札資格)R４~

継 続
継 続
継 続
継 続

16件
81⼈
58⼈
105件

４件
79⼈
38⼈
51件

・担当した技術者の名前を刻もうプロジェクト
・優良技術者表彰 ⼀般部門
・ 〃 若⼿部門
・若⼿・⼥性技術者の配置を総合評価で加点評価

⼈材の
育成

継 続
⼯程表明示
に向けた取組

単価の毎⽉改定

96件
⼯程表明示
に向けた取組

単価の毎⽉改定

78件
⼯程表明示
に向けた取組

単価の毎⽉改定

・失格基準等、低入札価格調査の改善
・適正な⼯期設定

・適時適切な設計⾦額の算定

経営
環境
の安定

継 続
継 続
継 続

18億円を設定
871億円を設定
⼯事 308件

14億円を設定
1,118億円を設定

⼯事 345件

・ゼロ県債の活⽤
・債務負担⾏為の活⽤
・早期契約制度、フレックス⼯期の活⽤平準化

継 続継続0.93/1.04・平準化率※２

生
産
性
の
向
上

継続
(通年360件)
継続

15⼯種に拡大
360件
275件

14⼯種に拡大
325件
265件

・ICT活⽤⼯事の実施拡大

・ICT活⽤⼯事を評価する入札（総合評価 R2年9⽉~）

ICTの
活⽤

150件68件91件・建設⼯事及び地質調査業務での遠隔臨場の実施(試⾏)
（受注者の遠隔臨場活⽤機会の創出）

会議・部会・
現場⾒学会等実施

推進
４回以上
１回

会議・部会・
現場⾒学会等実施

24件
４回
３回

会議・部会・
現場⾒学会等実施

21件
５回
３回

・BIM/CIMの実施拡大

・BIM/CIM活⽤事業（取組件数）
・建設DX職員向け講習会
・BIM/CIMハンズオン講習会

継 続継 続継 続・コンクリート規格の標準化等による省⼒化規格の
標準化

継 続ーー※3⻑野県建設産業担い⼿確保・育成地域連携ネットワーク会議そ
の
他 継 続<簡素化>R7.4改定

<統⼀化＞統⼀化済
<簡素化>R6.4改定
<統⼀化＞検討・調整⼯事書類の簡素化・統⼀化の取組
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１ 小・中学生とその保護者を対象とした建設産業の魅⼒・やりがい発信

 ⼩・中学⽣とその進路に影響が⼤きい保護者を対象とし、建設産業のリアルが体感できる現場⾒学会や
楽しみながら建設産業を学べる体験型のイベントを開催

（１）現場⾒学会・体験型イベント【拡】

 地域の守り⼿である建設業協会各⽀部と学校、県現地機関等が連携し、災害復旧や流域治⽔への取組な
ど、地域に貢献する姿や、建設産業の安全確保、DXの取組などを中学⽣に伝える出前講座を実施（R3
から）

建設産業の次世代を担う人材確保・育成の取組について

 暮らしの基盤を⽀え、地域の守り⼿である建設産業は、担い⼿の減少や⾼齢化が進⾏
建設産業が持続的に発展していくためには担い⼿の中⻑期的な確保・育成が不可⽋

 産学官が連携した現場⾒学会や体験学習、企業との交流会などにより、次世代を担う若者が
建設産業の魅⼒ややりがいを広く認識し、県内の建設産業を就職先として選択してもらえる
よう、あらゆる世代に向けた取組を実施

技術管理室

（２）中学生のキャリア教育

２ 高校生・大学生等を対象とした就業促進

 中学⽣のキャリア教育と同様、「総合的な探求の時間」等を活⽤し、普通科⾼校の⽣徒が進路を考える
際の参考となる出前講座を実施（R6から）

（１）高校におけるキャリア教育

 建設産業の実践的な学びの場として、産学官が連携し、測量・設計・⼯事を実践できる学びのフィール
ド提供と講師派遣を実施

 就業後、即戦⼒として活躍できるよう、必要な資格取得を⽀援する試験準備講座を実施

（２）建設系学科高校生の就業支援

現場⾒学会
（⼭清路トンネル施⼯現場）

流域治⽔の取組を学ぶ中学⽣
（中野市⽴⾼社中学校）

建設業の新技術を説明
（諏訪実業⾼校）

刈払機作業安全衛⽣講習
（飯田OIDE⻑姫⾼校）

 建設部職員の出身校のOBネットワークを活⽤し、講義やイベント出展を通じて、県内建設産業や県土
木技術職への就業機会を広げるPRを実施

 都市圏の⼤学⽣・専門学⽣が県内建設産業や県土木技術職に就業する機会を創出するため、イベント等
に出展

（３）大学生・専門学生の就業支援

信州⼤学農学部80 周年記念事業
ホームカミングデーへ出展

令和８年度の主な予定
【体験型イベント】5/2,9/6,10/3〜4、【親⼦現場⾒学会】11/14ほか

令和８年度の主な予定
【中学校出前講座】4/15,5/22,5/28ほか

令和８年度の主な予定
【インターンシップ紹介等】７月、【教員向け研修】8/27〜28,12/22

令和８年度の主な予定
【資格試験講座】7/28〜29,8/6〜7,8/20〜21ほか、【実践PJ】５校（通年実施）

令和８年度の主な予定
【建設技術フェアin中部】11/19〜20

資料 ６



３ 移住希望者を対象とした就業促進

 ⻑野県へのUIターンや移住を考える方が参加するイベントの開催や「移住フェア」などへの参加によ
り、移住に合わせて県内建設産業への就業を促す説明を実施

（１）移住希望者への就業支援

４ あらゆる世代に向けた建設産業の魅⼒発信・理解深化

 新卒者の３年以内の離職率が⾼い傾向を踏まえ、県の土木技術職
員と合同で公共⼯事の基本、現場管理のノウハウや受発注者間の
やり取りなどを学ぶ集合研修を実施し、若⼿技術者の技術⼒向上
と技術者同士の横のつながりづくりにも取り組む。

（２）コンテンツの作成・活用【拡】
 過年度に作成した建設産業の魅⼒を伝える「新技術編」「役割編」「魅⼒編」の動画コンテンツに加

え、幅広い職種や多様な働き方、⼥性の活躍など、ターゲットを踏まえた伝わるコンテンツを作成し、
戦略的な広報を展開

 11月18日の土木の日に合わせ、ラジオで特別番組と建設産業をPRするCMを放送

（２）官⺠合同の若⼿技術者研修会の開催【新】

「移住フェア」に参加し建設産業をPR⾸都圏の⼥性に移住と建設産業の魅⼒をPR

ラジオ番組で建設産業をPR

（１）魅⼒発信プラットフォームの発⾜【新】
 建設産業の担い⼿確保・育成をより効果的に進めるため、建設産業のあらゆる主体が連携・協働する

プラットフォームを⽴ち上げ、⼀体となって建設産業の魅⼒等を発信

５ 建設産業の働き方改革・人材定着支援

 「建設ディレクター」の本格導入を検討する企業など、建設産業
のさらなる働き方改革・人材定着を⽀援するため、「働き方改革
に関するセミナー・研修会」を拡充して開催

（１）働き方改革セミナー・研修会の開催【拡】

働き方改革セミナーで
建設ディレクターの取組を紹介

令和８年度の主な予定
【信州で暮らす働くフェア2026出展】7/12

今年度の主な予定
【意⾒交換会・会議、情報基盤整備】９月〜３月

今年度の主な予定
【教材・コンテンツ作成】通年、【ラジオ放送】11月

今年度の主な予定 【セミナー】7/13
【先端技術活⽤研修】9/8,9/15,10/1、【業務連携研修】10/9,10/16,11/6


